
４　文化的で豊かな共生社会の実現

事業番号

①

②

③

①

②

③

①

無 主要課題に関連する法改正があった（今後、法改正がある）

無 主要課題に影響を及ぼす変化等があった（今後、変化等の可能性がある）

●特記事項（実績の補足）

　各事業を通じて、町会・自治会をはじめとする地域活動の新たな担い手の発掘、確保につながる支援を積極的
に行いました。

２　社会ではどのような動きがあったか

　　（社会環境等の変化）

人口の増減や、国や都の動きなど、主要課題の背景に関して「何があったか」「今後予想さ

れる」等の社会の変化を捉えています。

チェック チェック項目

136

ふれあいサロン事業 区民課
地域活動に参加できる交流の場を提供すると
ともに、地域活動を担う人材を発掘する。

3,376千円

(3,899千円)

R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027)

ふれあいサロン事業講座の開催 回 46 61 61

主な取組実績 単位 R4(2022) R5(2023)

中止 0 1

職員向け意識啓発研修 回 1 1 1

135

協働事業の推進 区民課
NPOやボランティア団体等による新たなつなが
りを創出し、地域の活性化や地域課題の解決
を図る。

30,132千円

(33,518千円)

主な取組実績 単位 R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027)

フミコム提案公募型協働事業における協働事業 事業 8 7 8

地域活動団体等の交流会 回

― 28 20

新築マンション入居者の町会・自治会加入促進支援 棟 37 37 28

134

町会・自治会支援の推進 区民課
町会・自治会の認知度向上や担い手不足
の解消を図る。

42,452千円

(65,518千円)

主な取組実績 単位 R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027)

各種補助金による町会・自治会活動支援 件 164 183 187

町会・自治会向けSNS等デジタル技術の活用講座参加人数 人

事業名称 所管課 事業の持つ役割 事業費(千円)

事業費（令和６年度）　上段：実績　下段：当初予算

1　どのような事業で何をしたか（実績）
戦略シートの課題の解決手段として紐づけた計画事業について、「何をしたか」「何がどう

なったか」を記しています。

●４年後の目指す姿・計画期間の方向性●
主要課題の戦略シートで設定している「4年後の目指す姿」と「計画期間の方向性」を転

記しています。

４年後の
目指す姿

　区民をはじめ、区にかかわるあらゆる立場の人がつながり、積極的に地域活動に参加す
ることで、自らまちの課題を解決し、だれもが安心して暮らせる、活気あふれる地域活動
が行われている。

計画期間
の方向性

〇地域活動団体の支援
　地域コミュニティの核である町会・自治会の積極的な周知や加入促進に取り組み、活動の活性化及
び組織体制の強化につなげます。また、地域コミュニティ活動の支援により、地域コミュニティの活
性化につなげます。

〇地域の担い手の発掘・育成
　地域活動センターを通じて発掘した人材を中間支援施設「フミコム」につなげていくことで、地域
における新たな担い手の発掘・育成に取り組むとともに、ＮＰＯや事業者など、様々な地域活動団体
との協働事業を推進し、地域活性化と地域課題の解決を図っていきます。

令和７年度進行管理　戦略点検シート
◎基本政策

主要課題 No. 36 地域コミュニティの活性化



【ＳＤＧｓの視点】

４　今後どのように進めていくか（展開）
３を踏まえ、「何の対応が必要か」「何をどのようにしていくか」など、今後の戦略としての進め

方を記しています。

　町会・自治会の活動を支援するため、加入促進に向けた取組への補助金や多様な地域活動団体と連携して事業
を実施した場合の追加補助金の活用により、加入促進支援及び担い手不足の解消を図るとともに、加入促進や活
動の担い手確保につながる新たな支援を検討します。町会・自治会への加入促進に向け、引き続き、新築マン
ション入居者に対する働きかけを進めるほか、町会・自治会向けＳＮＳ等活用講座や、各町会等の実情に合わせ
た広報の伴走支援を実施することで、町会・自治会と接点の少ない住民へのアプローチを支援します。
　職員向け意識啓発研修を継続実施し、地域課題の解決に向けた協働事業につなげていくとともに、職員の協働
意識の向上を図ります。
　ふれあいサロンについては、社会福祉協議会や庁内関係課等と連携し、引き続き地域の担い手の発掘を念頭に
おいた講座を増やしていきます。

　地域コミュニティの核となる町会・自治会や様々な地域活動団体の活動を支援することで、だれも
が安心して暮らせ、活気あふれる持続可能な地域社会の実現を図りました。

　社会福祉協議会との連携による提案公募型協働事業「Ｂチャレ」を実施し、地域活動団体等との新
たな協働を創出することで、地域課題解決に取り組みました。

〇地域活動団体の支援

　町会・自治会が様々な地域活動団体と連携して実施する事業に対し追加補助を行うことで、町会活動の担い手
不足の解消を図りました。令和７年度も地域活動団体との連携事業への追加補助を継続するとともに、町会・自
治会への加入促進を図るため、加入促進の取組に係る補助を行います。
　町会・自治会加入率の向上のため、新築マンション入居者に対する町会・自治会への加入の働きかけを支援す
ることで、町会・自治会とマンション建設事業者及び管理会社との協議が行われ、加入促進につながりました。
さらに、町会・自治会向けＳＮＳ等活用講座を実施し、町会・自治会との接点が少ない転入世帯や若い世帯へア
プローチを行えるよう支援しました。今後も、町会等による加入促進に向けた取組や活動の周知を、より様々な
層に行き届かせるための講座を実施していく必要があります。

〇地域の担い手の発掘・育成

　社会福祉協議会との連携による提案公募型協働事業「Ｂチャレ」を実施し、地域活動団体等との新たな協働を
創出することで、地域課題解決に取り組みました。４年度からは「チャレンジ部門」を新設し、地域の団体等が
地域課題をテーマに行う事業に対し、より積極的な支援を行いました。
　６年度は「新たなつながり部門」において、防災課、アカデミー推進課、高齢福祉課と地域団体が連携して地
域課題の解決に取り組みました。
　また、区職員を対象とした意識啓発研修を毎年度実施することで、地域連携や協働についての理解をより一層
深めました。
　地域活動を担う人材の発掘に向けたふれあいサロン事業は、今後は社会福祉協議会や庁内関係課等と連携しな
がら、「地域の担い手の発掘」を目的とした講座を増やしていく必要があります。

●人口・世帯数と町会加入率の推移 ●ふれあいサロン事業の実施件数

３　成果や課題は何か（点検・分析）
1と２に基づき、計画期間の方向性ごとに「課題解決にどのような成果があったか」「成果が出ない

要因は何か」「新たな課題が生じてないか」などを点検・分析します。
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資料：文京の統計、文京区政に関する世論調査
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ふれあいサロン事業講座

うち、地域活動を担う人材発掘を推進する事業数


